
第二回 2021年5月27日 PM19：50～22：00 宮城内陸・東日本大震災 

講師：佐々木豊志さん(マスター)、塚原さん 

 

阪神淡路大震災 

岩手宮城内陸地震 

東日本大震災 

 

【主軸】 

・Cゾーン 

・冒険教育 

・生きる力 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓震災のときに意識したこと 

「生きる力」 

くりこま高原自然学校の信念 子どもたちが主体的に考え、動く 

→これが生きる力につながる 

生きる力と教育 

1996年に文部省（現在の文部科学省）の中央教育審議会（中教審）が「21世紀を展望した我が

国の教育の在り方について」という諮問に対する第1次答申の中で、以下のように定義付けてい

る 
「我々はこれからの子供たちに必要となるのは、いかに社会が変化しようと、自分で課題を見

つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資質や能力な

ど自己教育力であり、また、自らを律しつつ、他人とともに協調し、他人を思いやる心や感動

する心など、豊かな人間性であると考えた。たくましく生きるための健康や体力が不可欠であ

ることは言うまでもない。我々は、こうした資質や能力を、変化の激しいこれからの社会を、

［生きる力］と称することとし、知、徳、体、これらをバランスよくはぐくんでいくことが重

要であると考えた。」 

 

【岩手宮城内陸地震】 

犠牲者の数は多くなかったが、自然学校が孤立 

孤立ではなく自立した避難生活を送ることが出来た 



→日ごろから生きる力を育んだ賜物 

 

安否確認→水食料→トイレ確保 

電気の確保も人力で行った 

 

情報収拾→全員で今後の方向性の確認 

 

"体験から学ぶ"ということ、体験後の振り返り、分析が体験学習においては重要 

 

体験学習・学習体験(くもん) 

 

PDCA と異なる点「まず、やってみる」 

 

Cゾーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

comfortableの頭文字を取った安全である、保証されている領域のこと 

その外に出る行為を冒険と呼んでいる 

 

避難所での活動 

被災後 

 

情報のインプット、アウトプット 

被災時3日程度 

行政は急には動けないため独自でボランティアセンターを立ち上げる 

イワナ、イチゴの救出 

 

いろいろなところから支援を受け、通年の事業を実施できた 

 

被災時はダメもとでやってみることも選択肢に入れる 



ボランティアも体験学習の一環、支援に参加するにもただの作業ではなく考えて行動する 

マニュアルはよくも悪くもやることを決められる 

 

【東日本大震災】 

3.11 13年ぶりのスキーガイドをしていたが、震災が発生 

海の人に助けてもらったので動いた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最初は遺体の回収 

 

状況によってコロコロ事態が変動 

そのときに何ができるか？？ 

 

半歩、一歩先の支援を想像する 

 

毎日が体験学習のラーニングサイクルと同じ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物資を届けて、声を拾って帰ってくる 

 

判断、決断(責任を持って行動する、Cゾーンを飛び出す) 

 

 



【意見交換】 

Q.RQとは？？ 

A.3.11の際に立ち上げた組織。自然学校のネットワーク(阪神淡路のときに活動した)のがも

とになっている。アウトドア系組織の人が中心になっている 

最終的に法人化 

RQ,URL↓ 

https://rq-center.jp 

 

RQ広島(水害)QR九州(熊本地震)など広がりがある 

 

Q.災害のイメージ(自衛隊の言う通りにしないといけない)があったが、自由な活動ができる

のはなぜか？リーダーは？どうやって？二次災害にあったら責任とれないよね・・ 

※いちご狩りにでた事例など 

 

A.避難所にじっとしているのではなく、考えて、周りの様子を伺って判断 

例えば、いちご農家は取りに行きたそうにしている。。。だからどうやったら動けるか考え

る。真っ向から交渉するのではなく、柔軟に考える 

ゴールは想像できていない。進んでいくうちに判断して着地点を決める。 

 

行政の言ってるリスクは過剰。何かあったら責任をとらなきゃいけない。って言い過ぎ 

 

顔が見えている関係があったらか状況判断、情報の共有が大事だということがわかった 

 

グレーゾーン運用 

 

行政が取りこぼす部分をカバーしていく 

 

水戸黄門運用 

行政が大きな表立ったことをして、脇を埋めていく 

 

Q.行政と考えが一致し、行動したことはある？？ 

A.石巻の社協は自分たちではできないのでNPO,NGOに頼んだケースがある 

 

目の前のことからやりましょう 

https://rq-center.jp/


 

Q.冒険体験、経験、Cゾーンを超えよう！という動きがあったのか？Cゾーンを超えること

ができる人がいることで周りの人も超えることができるようになるのか？？ 

A.ボランティアだけでなく被災した人たちも道具さえ揃えば自分たちもやる！という動きが

生まれる 

不登校の人、ニートのスイッチが入って頑張り出した事例がある 

大事なのは被災者を被災者あつかいしない。昨日までは普通に生活してた人。できる！！ 

 

ひとに頼りすぎていると自衛隊がいなくなったときになにもできなくなる 


